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一

　

南
宋
時
代
の
末
っ
方
、
湖
州
徳
清
新
に
黄
氏
、
胡
氏
と
い
ふ

二
人
の
、
貧
乏
な
併
し
美
し
い
娘
が
あ
っ
た
。
黄
氏
は
李
仁
本

と
い
ふ
大
家
へ
奉
公
に
上
っ
た
が
、
そ
の
主
人
の
娘
が
時
の
天

子
理
宗
皇
帝
の
弟
、
槃
王
冥
丙
方
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

共
佐
鳶
件
と
な
っ
て
柴
王
邸
に
入
っ
た
。
所
が
螢
王
夫
人
に
は

っ
ひ
に
子
供
が
出
来
た
か
っ
た
の
に
、
こ
の
下
婢
が
反
っ
て
運

よ
く
男
の
子
を
生
ん
だ
。
後
に
理
宗
皇
帝
崩
じ
て
皇
子
が
な
か

っ
た
の
で
、
甥
に
富
る
こ
の
子
が
位
を
嗣
い
で
天
子
と
な
っ

た
。
こ
れ
度
宗
皇
帝
で
あ
る
。
黄
氏
は
天
子
の
生
母
だ
と
い
ふ

の
宍
隆
國
夫
人
に
封
ぜ
ら
轍
た
・
片
や
ヽ
胡
氏
の
方
は
萬
安

新
０
丞
の
賢
渉
の
妾
と
な
っ
た
。
買
渉
の
嫡
妻
は
非
常
に
嫉
妬

深
か
っ
た
た
め
、
胡
氏
は
男
の
兄
一
人
を
生
み
落
す
と
間
も
な

市

　
　

定

く
追
０
　
出
さ
れ
て
了
っ
た
。
こ
の
子
の
名
は
似
道
、
字
は
師
憲

と
云
０
　
、
一
人
の
姉
が
あ
っ
た
が
、
姉
０
方
も
果
し
て
嫡
妻
Ｏ

腹
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
ら
た
い
。
兎
も
角
そ
の
後
、
買
氏

一
家
に
は
非
常
な
好
運
が
向
い
て
来
て
、
父
賢
渉
は
淮
乗
制
置

使
に
迄
な
っ
て
、
北
境
の
兵
蝉
を
握
り
、
姉
買
氏
は
天
子
理
宗

の
後
宮
に
入
り
、
皇
后
に
な
る
こ
と
に
は
失
敗
し
た
が
、
恩
寵

を
専
に
し
て
一
人
０
女
、
周
漢
國
公
主
を
生
ん
だ
。
理
宗
に
は

外
に
子
供
が
な
か
っ
た
０
で
、
掌
中
の
珠
と
愛
で
慈
し
ん
だ
か

ら
、
そ
０
生
母
買
氏
の
お
ん
畳
え
も
い
よ
／
～
め
で
た
か
っ
た

に
逡
ひ
な
い
。
弟
０
買
似
道
は
父
が
残
し
た
有
形
無
形
の
遺
産

と
、
姉
の
搦
め
手
か
ら
０
運
動
に
よ
っ
て
、
次
第
に
重
用
さ
れ
、

後
に
太
師
平
章
軍
國
重
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
南
宋
の
國
運
を
そ

０
掌
上
に
廻
ら
す
と
い
ふ
迄
に
な
っ
た
。
所
で
買
似
道
が
斯
う

し
て
立
身
す
る
間
、
生
母
胡
氏
は
見
る
影
も
な
く
零
落
し
て
ゐ
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た
が
、
幸
に
母
子
再
會
し
て
、
子
似
道
が
頴
貴
な
る
０
故
を
以

　
　

し
て
自
己
０
地
盤
を
山
東
地
方
に
確
立
せ
ん
と
し
て
み
た
。
制

　
　

て
、
斉
國
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
先
０
隆
國
夫
人
黄
氏
と
は
同

　
　

置
使
買
渉
は
叉
李
仝
を
煽
動
し
て
、
金
軍
を
牽
制
さ
せ
、
度
々

　
　

郷
の
誼
で
、
屡
々
禁
中
に
迎
へ
ら
れ
、
寝
處
を
同
う
し
て
昔
語

　
　

金
軍
と
戦
っ
て
、
別
に
大
な
る
飴
功
も
立
て
た
か
っ
た
が
、
叉

　
　

ｊ
ｏ
懐
奮
に
耽
っ
た
と
い
ふ
・
１
１
話
が
こ
れ
丈
な
ら
ば
ヽ
今

　

’
大
な
る
失
敗
も
な
く
・
嘉
定
十
六
年
、
現
。
職
中
に
病
死
し
た
・

　
　

古
奇
観
の
一
１
　
が
下
手
な
紹
介
か
と
間
這
へ
ら
れ
Ｆ
か
も
知
れ

　

時
に
一
子
買
似
道
は
年
十
一
歳
、
父
の
恩
蔭
を
以
て
成
年
に
迪

　
　

ぬ
が
、
本
富
の
歴
史
は
此
處
で
芽
出
度
し
芽
出
度
し
に
し
て
は

　
　

す
る
と
こ

　
　

了
は
れ
な
い
。
寧
ろ
こ
れ
が
話
の
狸
端
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る

　
　

遣
を
呉
へ
ら
れ
た
。
所
が
こ
の
頃
世
上
で
は
、
父
組
の
飴
徳
に

　
　

が
、
讃
者
諸
君
に
は
、
南
宋
０
殿
會
な
る
も
０
は
、
斯
う
ぃ
ふ

　
　

よ
っ
て
官
を
得
た
と
い
ふ
０
で
は
幅
が
利
か
ぬ
、
自
力
に
よ
っ

　
　

種
類
の
婦
系
家
族
が
繁
漿
し
得
る
、
よ
く
云
へ
ば
太
平
無
事
な

　
　

て
進
±
０
肩
書
を
獲
た
者
で
な
い
と
世
人
は
尊
敬
し
な
い
の
で

　
　

悪
く
云
へ
ば
情
賓
萬
能
０
祀
會
で
め
っ
た
こ
と
を
心
に
銘
記
し

　
　

あ
る
・
進
士
に
な
る
に
は
科
挙
を
通
る
も
の
と
、
大
學
を
出
る

　
　

て
か
ら
先
を
凌
ん
で
貰
ひ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　

も
の
と
二
途
あ
る
が
、
何
れ
も
何
度
か
の
激
烈
な
競
争
試
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
が
矢
張
そ
こ
に
は
一
種
の
抜
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
っ
て
、
大
臣
貴
戚
０
子
弟
は
見
解
と
云
っ
て
、
一
切
０
　
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　

′

　

質
似
道
が
生
れ
た
の
は
、
寧
宗
０
嘉
定
六
年
ｒ
ｉ
２
１
３
　
Ａ
.
Ｄ
Ｏ

　

備
試
験
を
冤
除
し
て
貰
っ
て
、
最
後
０
殿
試
だ
け
を
受
け
る
こ

　
　

八
月
八
日
で
あ
っ
た
。
常
時
父
渉
は
萬
安
瓢
丞
で
あ
っ
た
が
、

　
　

と
が
出
来
る
。
殿
試
は
宮
中
に
て
、
天
子
自
ら
試
験
官
に
な
っ

　
　

と
ん
く
拍
子
に
出
世
し
て
、
嘉
定
十
二
年
に
は
淮
東
制
置
使

　
　

て
行
ふ
と
い
ふ
儀
式
的
な
、
芝
居
が
Ｘ
つ
た
試
瞼
で
、
此
時
に

　
　

と
な
り
、
質
似
道
も
恐
ら
く
父
０
任
所
０
楚
州
に
件
は
れ
た
も

　
　

は
落
第
を
出
さ
ぬ
か
ら
、
見
解
を
得
れ
ば
進
士
に
な
っ
た
も
同

　
　

の
ら
し
い
・
此
頃
南
宋
０
強
敵
、
金
は
蒙
古
に
攻
め
ら
れ
て
、

　
　

然
で
あ
る
。
恰
も
買
似
道
は
、
姉
が
容
色
の
優
れ
た
る
故
を
以

　
　

又
昔
日
０
勢
威
な
く
、
淮
東
０
前
面
に
は
流
賊
李
仝
な
る
も
の

　
　

て
後
宮
に
入
り
、
天
子
理
宗
に
寵
愛
を
受
吠
、
立
后
の
際
に
は

ｍ

　

が
金
よ
軋
濁
立
レ
・
蒙
古
と
宋
０
間
に
立
ち
m
雨
勢
力
を
利
用

　
　

最
も
有
力
な
候
補
者
０
二
人
で
あ
り
、
后
位
は
、
恐
ら
く
門
地
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Ｊ

　

の
開
係
で
謝
氏
に
譲
っ
だ
が
、
天
子
の
愛
は
寧
ろ
買
氏
に
傾
き
、

　
　

皇
后
よ
り
下
る
こ
と
一
等
の
貴
妃
に
立
て
ら
れ
た
　
０
こ
の
姉
Ｏ

　
　

懇
請
に
よ
っ
て
買
似
道
は
免
解
０
特
典
を
興
へ
ら
れ
、
嘉
煕
二

　
　

年
の
科
阜
に
際
し
て
、
他
の
讃
１
　
子
と
共
に
殿
試
を
受
け
、
無

　
　

事
及
第
し
て
進
士
と
た
っ
た
。
時
に
年
二
十
六
。
最
早
子
供
で

　
　

も
な
い
の
だ
が
、
姉
の
貴
妃
は
こ
の
試
験
を
心
配
し
て
、
試
験

　
　

最
中
に
後
宮
か
ら
湯
薬
飲
食
を
提
供
せ
し
め
た
と
云
ふ
、
試
験

　
　

委
員
に
對
す
る
示
威
運
動
の
意
味
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　

買
似
道
は
、
父
祖
以
来
相
富
の
地
位
に
あ
っ
て
、
家
に
可
也

　
　

の
財
産
が
あ
り
、
其
上
に
姉
９
買
貴
妃
と
い
ふ
有
力
な
保
護
者

　
　

が
あ
る
の
で
、
萬
事
思
ふ
ぶ
任
せ
ぬ
こ
と
か
く
、
次
第
に
放
埓

　
　

に
身
を
持
ち
崩
し
始
め
た
。
進
士
に
及
第
し
て
か
ら
、
太
常
丞
、

　
　

軍
器
監
と
い
ふ
官
に
任
せ
ら
れ
た
が
、
竃
際
の
職
務
は
な
か
っ

　
　

た
ら
し
い
。
毎
日
妓
家
に
流
連
し
、
夜
に
な
る
と
西
湖
の
上
に

　
　

船
を
の
り
出
し
て
大
飢
痴
気
を
極
め
た
。
天
子
の
理
宗
が
あ
る
’

　
　

夜
宮
中
の
高
台
か
ら
西
湖
を
眺
め
る
と
、
湖
面
が
非
常
に
明
る

　
　

い
の
で
、
「
奎
だ
買
似
道
の
奴
め
が
飲
ん
で
ゐ
る
な
」
と
狽
語
し

　
　

て
、
翌
日
聞
き
訊
す
と
、
果
し
て
さ
う
で
あ
っ
た
。
臨
安
府
尹
、

　
　

史
巌
之
を
呼
び
つ
け
て
、
今
後
を
戒
飾
す
＆
や
う
に
命
じ
た
が
、

　
　

史
巌
之
は
退
出
す
る
際
に
云
っ
た
。
「
な
に
若
い
者
の
す
る
こ
と

で
す
。
買
似
道
は
な
か
く
の
才
物
で
、
今
に
き
っ
と
お
役
に

立
ち
ま
せ
う
。
」

　

天
子
輦
・
戦
の
下
、
臨
安
府
は
大
運
河
と
杭
州
薦
の
接
合
鮎
に

あ
っ
て
、
附
近
は
唐
以
来
有
名
な
米
穀
の
産
地
、
其
上
に
南
宋

の
都
と
な
っ
て
か
ら
、
海
陸
の
物
資
が
此
に
集
中
す
る
の
で
、

生
活
は
安
易
な
り
、
西
に
湖
山
の
勝
概
を
控
へ
て
、
享
楽
の
篤

に
あ
ま
り
便
利
に
出
来
す
ぎ
て
ゐ
る
。
若
い
者
を
此
處
で
無
篤

に
遊
ば
せ
て
お
く
の
は
面
白
く
な
い
と
、
天
子
理
宗
の
考
か
、

姉
貴
妃
の
指
金
か
、
兎
に
角
質
似
道
は
地
方
官
に
任
ぜ
ら
れ
て

都
か
ら
醍
よ
く
追
ひ
出
さ
れ
た
。
先
づ
知
濫
州
を
振
り
出
し
に
、

湖
廣
總
領
財
賦
に
移
り
、
箇
て
淳
祐
六
年
〔
１
２
４
６
Ａ
.
Ｄ
ｎ
’
名
将

孟
琲
が
歿
す
る
と
、
そ
の
後
を
受
け
て
京
湖
制
置
使
の
命
を
芦

し
た
。
制
置
と
は
處
置
と
云
ふ
や
う
な
意
味
の
動
詞
で
あ
っ
て
、

制
置
使
は
唐
な
ら
ば
差
詰
め
節
度
使
に
相
営
す
る
が
、
節
度
使

程
大
な
る
槌
限
は
有
し
な
い
。
別
に
總
領
財
賦
と
い
ふ
官
が
あ

っ
て
財
政
を
司
り
、
制
置
使
は
兵
馬
を
握
っ
て
國
防
に
営
る
丈

で
あ
る
。
南
宋
の
牛
以
後
に
は
、
北
方
金
と
の
國
境
に
通
常
三

制
置
使
を
置
き
、
東
四
方
か
ら
数
へ
て
、
淮
東
（
江
蘇
）
、
淮
西

（
安
徽
）
、
京
湖
（
湖
北
）
、
と
い
ふ
順
に
な
り
、
四
川
に
は
宣
撫

使
を
置
い
た
Ｊ
制
置
使
の
位
の
高
い
も
の
は
、
制
置
大
使
い
或
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は
更
に
安
撫
使
、
安
撫
大
使
を
加
へ
る
が
、
職
掌
に
は
別
に
便

　
　
　

.
o
｡
が
た
い
。
買
似
道
が
京
湖
制
置
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
翌
淳
砧
七

　
　
　

年
、
姉
の
買
貴
妃
が
ま
だ
幼
ら
皇
女
一
人
を
飛
し
て
病
歿
し
た

　
　
　

こ
と
は
、
買
似
道
に
と
っ
て
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
彼

　
　
　

は
１
　
て
京
尹
史
巌
之
が
仮
言
し
た
如
く
、
非
常
な
才
物
で
あ
り
、

　
　
　

特
に
事
務
的
才
能
に
優
れ
て
、
常
時
の
無
能
な
る
學
究
的
地
方

　
　
　

官
の
中
に
あ
っ
て
、
断
然
頭
角
を
擢
ん
で
ｘ
ゐ
た
ら
し
い
。
在

　
　
　

任
四
年
の
後
、
雨
淮
制
置
大
使
に
移
り
、
淮
東
、
淮
西
を
兼
ね

　
　
　

支
配
し
’
、
此
頃
金
に
代
り
て
北
支
那
を
征
服
し
、
漸
く
南
宋
に

　
　
　

對
し
て
座
力
を
加
へ
っ
ｘ
あ
っ
た
蒙
古
に
備
ふ
る
篤
、
國
境
線

　
　
　

上
の
要
地
、
賓
撫
、
東
海
、
廣
陵
、
渦
ロ
、
荊
山
な
ど
に
、
次

　
　
　

々
に
築
城
工
事
を
施
し
て
、
防
禦
線
を
彊
化
し
た
。
之
が
理
宗

　
　
　

の
意
に
叶
っ
た
と
見
え
、
賓
禧
四
年
に
ヽ
は
參
知
政
事
、
同
六
年

　
　
　

に
は
櫃
密
使
の
街
を
輿
へ
ら
れ
、
身
は
外
間
に
あ
り
乍
ら
、
宛

　
　
　

然
中
央
の
宰
相
の
待
遇
で
あ
っ
て
、
威
後
日
に
盛
に
Ｉ
管
内
人

　
　
　

事
０
　
進
退
に
就
い
て
は
、
廟
堂
の
大
臣
も
冒
似
道
の
意
向
を
無

　
　
　

現
し
て
行
ふ
こ
と
を
憚
る
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。
斯
く
し
て
雨

　
　
　

准
を
錨
す
る
こ
と
十
年
、
突
如
蒙
古
の
大
侵
入
が
起
っ
て
、
之

　
　
　

に
對
す
る
防
禦
の
責
に
任
じ
た
買
似
道
の
手
腕
が
天
下
に
認
め

2
2

　

ら
る
ｘ
の
機
會
が
米
た
。

　
　
　
　
　
　

三

　

南
宋
と
蒙
古
と
の
開
係
は
、
蒙
古
太
宗
が
金
０
都
開
封
を
攻

む
る
篤
に
、
宋
の
領
土
を
通
過
し
て
兵
を
進
め
ん
こ
と
を
要
求

し
た
る
紹
定
四
年
口
'
２
３
１
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
〕
に
始
ま
る
。
此
時
宋
社
蒙

古
の
要
求
を
拒
絶
し
た
が
、
蒙
古
は
之
比
頓
著
な
く
、
宋
の
領

土
に
闘
入
し
河
南
の
南
方
に
現
は
れ
、
金
軍
の
精
鋭
を
釣
州
三

峯
山
に
包
園
殲
滅
し
、
金
部
開
封
を
脅
し
て
引
上
げ
た
。
こ
れ

紹
定
五
年
の
正
月
よ
り
三
月
迄
０
こ
と
で
あ
る
が
、
其
年
の
暮

に
蒙
古
は
再
び
宋
に
使
を
送
り
、
金
を
爽
攻
竃
ん
こ
と
を
提
議

し
た
。
金
は
都
開
封
を
棄
て
ｘ
宋
の
國
境
に
近
き
蔡
州
に
落
ち

延
び
、
同
じ
く
宋
に
使
を
遣
は
し
、
蒙
古
の
信
頼
す
る
に
足
ら

ざ
る
こ
と
、
寧
ろ
金
を
援
け
て
蒙
古
の
南
下
を
防
禦
す
る
の
得

策
な
る
こ
と
を
説
き
、
差
営
つ
て
軍
根
を
供
給
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
懇
願
し
た
。
宋
の
朝
廷
で
は
大
評
定
の
揚
句
、
遠
交
近
攻
の

常
套
政
策
に
よ
り
、
蒙
古
と
同
盟
し
て
瀕
死
の
金
を
爽
撃
す
る

こ
と
に
議
定
り
、
名
将
孟
瑛
が
兵
を
率
ゐ
て
北
征
し
、
蒙
古
の

将
塔
察
兄
と
協
力
し
て
蔡
州
を
陥
れ
、
宿
敵
金
を
亡
す
こ
と
が

出
来
た
。
〔
宋
端
子
元
。
年
１
２
３
　
I
　
Ａ
.
　
Ｄ
Ｏ

　
　
　

。

　

蒙
古
は
宋
と
陳
州
蔡
州
を
境
と
定
め
て
兵
を
引
上
げ
た
が
、
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常
時
の
蒙
古
は
揖
内
外
多
事
で
、
且
つ
支
那
に
對
し
て
あ
ま
り

　
　

興
味
を
有
し
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
黄
河
以
南
の
新
蒙

　
　

古
領
は
支
那
の
降
人
に
一
任
し
て
、
蒙
古
兵
の
駐
屯
す
る
者
は

　
　

殆
ど
無
か
っ
た
ら
し
い
。
之
を
探
知
し
た
宋
側
で
は
無
謀
に
も
、

　
　

兵
を
河
南
に
進
め
て
故
鄙
開
封
を
恢
復
し
や
う
と
試
み
、
金
子

　
　

才
、
趙
葵
の
雨
許
が
北
征
し
、
始
は
無
人
の
境
を
行
く
が
如
く
、

　
　

開
封
、
洛
陽
を
占
領
し
た
が
、
忽
ち
蒙
古
の
塔
察
兄
に
襲
撃
さ

　
　

れ
、
全
軍
潰
散
し
て
逃
げ
昂
っ
だ
。
幸
に
し
て
蒙
古
は
欧
洲
遠

　
　

征
を
計
書
し
て
居
っ
た
最
中
で
あ
り
、
急
に
宋
に
對
し
て
大
學

　
　

復
讐
犯
は
出
で
な
か
っ
た
も
の
Ｘ
、
北
支
の
駐
屯
軍
を
動
か
し

　
　

て
宋
の
國
境
を
侵
掠
せ
し
め
た
の
で
、
宋
は
宿
将
１
　
琲
を
起
用

　
　

し
て
事
態
を
収
拾
せ
し
め
た
。
孟
琲
は
こ
の
困
難
な
ぞ
時
局
に

　
　

面
し
て
、
流
石
に
南
宋
朝
野
の
期
待
に
背
か
す
、
襄
陽
を
収
復

　
　

し
て
第
一
線
の
根
抹
地
と
し
、
前
後
十
三
年
の
久
し
き
に
亘
っ

　
　

て
、
無
事
前
線
防
衛
の
大
任
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て

　
　

淳
砧
六
年
孟
琲
の
卒
す
る
や
、
買
似
道
が
そ
の
後
端
者
に
任
ぜ

　
　

ら
れ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
間
に
蒙
古
は
太
宗
旦
し
て
定
宗
貴
由
の
短
き
治
世
を
経

　
　

て
、
淳
砧
十
一
年
大
汗
の
位
が
推
雷
の
子
孫
な
る
憲
宗
蒙
１
　
の

　
　

身
に
移
る
と
、
蒙
古
の
對
宋
開
係
に
重
大
な
軽
機
が
鸞
さ
れ

’
だ
。
蓋
し
久
し
く
失
意
の
境
遇
に
あ
っ
た
蒙
１
　
家
は
、
こ
れ
迄

　

十
分
た
る
封
地
を
奥
へ
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
の
で
、
蒙
脊
が
大

　

汁
の
位
に
上
る
や
、
兄
弟
力
を
併
せ
て
新
領
土
を
開
拓
し
て
、

　

之
を
子
孫
の
世
襲
財
産
と
な
さ
ん
と
企
て
た
。
憲
宗
の
次
弟
忽

　

必
烈
は
支
那
・
所
蔵
の
方
面
を
委
任
さ
れ
、
三
弟
旭
烈
几
は
鋒

　

先
を
波
斯
に
向
け
た
０
で
あ
っ
た
。
。

　
　

忽
必
烈
は
後
に
世
１
　
と
な
る
人
で
あ
る
が
、
蒙
脊
家
不
遇
の

　

中
に
成
長
し
た
事
は
、
彼
を
し
て
、
蒙
古
祗
會
に
て
蔑
覗
さ
れ

　

が
ち
な
支
那
系
官
吏
と
親
密
な
ら
し
め
、
一
通
り
の
漢
文
化
の

　

教
養
を
治
め
て
ゐ
た
。
蒙
古
至
上
主
義
を
以
て
征
服
地
の
人
民

　

に
臨
ん
だ
、
初
期
の
蒙
古
諸
王
の
中
に
は
珍
し
い
存
在
で
、
漢

　

人
の
子
と
緯
名
さ
れ
た
。
彼
は
兄
蒙
寄
汗
よ
り
漠
南
の
軍
事
を

　

一
任
さ
れ
る
と
、
姚
組
、
都
経
な
ど
の
儒
者
を
召
し
、
史
天
滓
、

　

張
柔
の
如
き
漢
人
出
身
の
将
軍
を
用
ひ
て
股
肱
と
し
た
。
南
宋

　

が
そ
０
　
敵
手
と
し
て
、
斯
く
の
如
き
漢
文
化
に
理
解
あ
る
蒙
古

　

公
子
を
迎
へ
・
た
こ
と
は
、
和
す
る
に
も
戦
ふ
に
も
、
大
い
に
警

　

戒
を
要
す
可
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

忽
必
烈
の
幕
中
に
は
親
宋
論
者
が
多
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　

忽
必
烈
は
最
初
彼
等
の
意
見
に
１
　
か
さ
れ
て
、
宋
と
の
正
面
衝

　

突
を
避
け
、
そ
の
鋒
を
西
方
に
向
け
、
宋
の
四
川
國
境
外
を
通
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過
し
て
、
雲
南
に
入
り
大
理
國
を
亡
し
、
同
時
に
西
飛
を
招
降

　
　
　

し
、
一
軍
を
出
し
て
几
良
吟
台
を
将
と
し
て
長
駆
安
南
を
征
服

　
　
　

せ
し
め
た
。
安
南
王
が
蒙
古
の
軍
前
に
降
っ
た
の
は
憲
宗
肛
位

　
　
　

の
七
年
で
あ
り
、
翌
年
に
ぱ
憲
宗
自
ら
兵
を
率
ゐ
て
宋
を
征
し

　
　
　

四
川
に
入
り
、
忽
必
烈
は
京
湖
へ
、
几
良
吟
台
は
雲
南
よ
り
廣

　
　
　

西
へ
と
三
道
よ
り
兵
を
進
め
て
、
那
州
（
武
昌
）
に
會
合
す
る
策

　
　
　

戦
計
書
が
立
て
ら
れ
た
。
〔
宋
賓
砧
六
年
に
ｇ
ｙ
・
り
・
〕

　
　
　

憲
宗
の
軍
は
最
初
に
行
動
を
起
し
て
四
川
に
侵
入
し
、
嘉
陵

　
　

江
に
沿
う
て
下
り
、
長
江
流
域
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
合

　
　

州
で
喰
ひ
止
め
ら
れ
た
。
合
州
の
守
将
王
堅
た
る
者
、
地
の
瞼

　
　

を
利
用
し
て
防
禦
に
力
め
、
流
石
の
蒙
古
軍
も
之
を
降
す
こ
「
こ

　
　

能
は
す
、
合
州
を
通
抜
け
て
重
慶
を
攻
め
ん
と
し
た
折
も
折
、

　
　

憲
宗
蒙
脊
汗
は
病
に
罹
っ
て
、
合
州
釣
魚
山
０
畳
中
に
殖
落
し

　
　

た
。
こ
れ
宋
の
開
慶
元
年
七
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

軍
宗
廳
下
直
属
の
軍
隊
は
間
も
な
く
合
州
の
園
を
解
い
て
引

　
　

上
げ
た
が
、
南
方
よ
り
宋
の
背
後
を
衝
く
可
く
命
ぜ
ら
れ
た
る

　
　

雲
南
０
冗
良
吟
台
は
、
丁
度
こ
の
頃
行
動
を
起
し
か
け
た
時
で

　
　

あ
っ
て
、
如
何
に
急
使
を
涙
し
て
こ
の
行
を
中
止
さ
せ
よ
う
と

　
　

し
て
も
間
に
合
は
な
い
。
事
賢
几
良
吟
台
は
七
月
盤
江
を
波
り
、

忽

　

＆
州
に
入
り
、
八
月
横
山
塞
を
破
り
、
賓
州
、
貴
州
を
綻
て
、

象
州
柳
州
を
課
１
　
し
、
九
月
二
十
二
日
に
は
、
静
江
府
の
城
下

に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
忽
必
烈
は
兄
憲
宗
よ
昨
進
撃
の
命
を
受
け
七
月
、
蔡
州

に
て
勢
揃
ひ
を
し
た
上
、
淮
水
の
上
流
を
政
ひ
、
大
別
山
脈
の

瞼
要
、
大
勝
開
を
破
り
、
黄
披
に
於
い
て
揚
子
江
に
臨
み
、
政

江
の
策
を
廻
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
憲
宗
崩
御
の
報
は
早
く
忽
必

烈
に
達
し
た
が
そ
の
後
、
九
月
一
日
に
な
っ
て
、
穆
１
　
た
る
者

が
合
州
城
下
よ
り
急
使
を
派
し
て
憲
宗
崩
後
の
諸
将
の
動
静
を

傅
へ
、
且
つ
忽
必
烈
に
勤
む
る
に
早
く
北
錨
し
て
大
汗
０
　
位
を

乎
ふ
可
を
を
以
て
し
た
。
忽
必
烈
と
し
て
も
大
汗
位
相
絞
に
對

し
て
食
指
の
動
か
ざ
る
に
あ
ら
す
、
併
し
乍
ら
宋
の
背
後
に
廻

り
た
る
几
良
吟
台
の
軍
は
既
に
宋
の
奥
地
深
く
侵
入
し
て
居
る

ひ
で
、
若
し
之
を
放
置
し
て
撤
兵
せ
ん
か
、
几
良
吟
台
は
進
退

弦
る
所
を
失
っ
て
全
滅
に
陥
る
懸
念
が
あ
る
。
且
つ
汗
位
總
承

の
内
紛
に
は
、
自
ら
野
心
を
表
明
す
る
よ
び
も
、
暫
く
重
兵
を

握
っ
て
局
外
に
立
ち
。
事
態
０
推
移
を
静
脱
し
た
方
が
有
利
で

あ
る
と
も
考
へ
た
０
で
あ
ら
う
・
彼
は
親
信
諸
王
の
懇
請
を
退

け
、
反
っ
て
陽
遁
堡
よ
り
舟
を
艦
し
て
大
江
を
渡
り
、
南
岸
０
、

滸
黄
州
に
上
陸
す
る
と
、
兵
を
進
め
て
部
州
城
を
園
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
時
に
那
州
城
は
宋
軍
の
守
備
軍
器
あ
わ
や
落
城
と
見

-
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え
た
が
幸
に
し
て
守
将
張
腸
善
戦
し
て
蒙
古
軍
を
防
ぎ
、
且
つ

　
　

四
川
よ
り
呂
文
徳
が
手
兵
を
以
て
入
援
し
、
買
似
道
も
亦
大
軍

　
　

を
孝
ゐ
て
恵
援
に
向
ひ
、
此
に
那
州
城
下
に
雨
軍
主
力
の
對
陣

　
　

と
な
っ
た
。
〔
宋
開
慶
元
年
１
２
５
９
　
Ａ
.
　
ｒ
〕
・
〕

　
　
　

。

　
　
　

こ
の
間
、
。
栄
軍
は
相
富
勇
敢
に
戦
っ
て
蒙
古
軍
を
悩
ま
し
た
。

　
　

そ
０
理
由
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
金
の
滅
亡
の

　
　

後
に
そ
の
遺
民
が
宋
に
亡
命
し
て
居
り
、
蒙
古
に
對
す
る
敵
識

　
　

心
か
ら
奮
戦
力
闘
し
た
こ
と
。
第
二
に
宋
の
財
政
に
除
硲
あ
り
、

　
　

借
ま
寸
に
軍
費
を
支
出
し
た
る
こ
・
と
、
印
ち
開
慶
元
年
二
月
か

　
　

ら
翌
景
定
元
年
０
二
月
迄
、
丸
一
年
間
に
特
別
に
支
出
し
た
る

　
　

稿
賞
の
費
用
０
み
に
て
も
銅
銭
一
億
六
千
八
百
萬
絡
、
銀
十
六

　
　

萬
両
、
吊
１
　
一
萬
疋
に
上
る
。
更
に
第
三
と
し
て
は
、
蒙
古
軍

　
　

が
本
腰
を
入
れ
て
戦
っ
た
も
の
で
な
く
、
冗
良
９
　
台
の
軍
は
原

　
　

朱
が
後
方
攬
既
の
篤
の
別
動
隊
で
あ
り
、
忽
必
烈
の
本
軍
と
難

　
　

も
徹
底
的
に
宋
を
征
服
す
る
意
志
は
持
だ
な
か
っ
た
篤
、
自
然

　
　

に
鋒
先
が
鈍
っ
た
こ
と
も
数
へ
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

死
良
吟
台
の
軍
は
湖
南
０
仝
州
、
永
州
を
経
て
、
湘
水
に
沿

　
　

う
て
下
り
、
十
一
月
頃
潭
州
迄
来
た
が
、
潭
州
郊
外
の
南
岳
市

　
　

で
宋
軍
と
遭
遇
し
り
こ
の
戦
で
二
脊
元
帥
と
栴
す
る
、
恐
ら
く

　
　

基
督
教
徒
の
色
目
人
徨
古
来
が
流
矢
に
富
っ
て
戦
死
し
た
。
忽

必
烈
の
先
鋒
は
既
に
岳
州
に
達
し
て
ゐ
た
の
で
、
斥
候
を
出
し

て
連
絡
を
取
り
、
互
に
動
静
は
察
知
出
来
た
が
、
宋
軍
の
抵
抗

と
地
形
の
不
利
の
篤
に
、
瓦
良
吟
台
軍
は
北
進
を
檀
け
る
こ
と

が
出
来
す
、
一
１
　
南
方
へ
引
返
し
、
今
度
は
湖
南
・
江
西
の
省

境
の
山
地
を
突
破
し
て
江
西
０
平
野
へ
進
出
し
た
。

　

忽
必
烈
０
方
で
は
一
１
　
岳
州
０
前
面
犀
現
れ
た
味
方
の
迂
回

軍
が
、
再
び
姿
を
前
し
て
行
方
知
れ
挙
に
な
り
、
一
方
蒙
古
Ｏ

根
球
地
で
は
末
弟
阿
里
不
苓
の
印
位
蓮
動
か
愈
々
具
眼
化
し
て

来
る
の
で
最
早
撒
橡
出
来
な
く
な
り
、
大
将
張
柔
に
残
置
軍
の

指
揮
を
命
じ
て
自
ら
は
軽
騎
を
卒
ゐ
て
北
鮮
し
た
。

　

几
良
吟
台
軍
が
江
西
へ
侵
入
し
た
の
は
既
に
景
定
元
年
に
入

っ
て
か
ら
０
事
と
思
は
れ
る
が
、
彼
は
守
備
薄
弱
た
る
宋
の
内

地
を
疎
詣
し
て
、
袁
州
、
臨
江
軍
、
瑞
州
、
奉
新
、
分
寧
、
武

寧
、
江
州
、
興
國
軍
の
各
地
を
悠
々
経
過
し
て
、
無
事
本
軍
と

合
値
し
た
。
只
そ
れ
よ
ヽ
り
北
鮮
す
る
に
は
揚
子
江
を
波
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
が
、
有
力
な
水
軍
を
有
し
な
い
蒙
古
軍
に
は
之
が
大
胃

瞼
で
あ
る
。
蒙
古
軍
は
こ
れ
迄
對
陣
が
長
引
く
と
、
長
征
０
上

に
浮
梁
を
造
っ
て
江
北
と
往
来
し
て
ゐ
た
が
、
三
月
三
日
を
期

し
て
こ
の
危
瞼
な
る
浮
梁
上
の
退
却
を
断
行
し
や
う
と
し
た
。

河
川
を
挾
ん
で
の
戦
に
は
、
敵
軍
が
牛
ば
渡
る
所
を
撃
つ
の
が
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古
来
戦
術
の
定
石
で
あ
る
。
宋
で
は
水
軍
０
将
夏
貴
等
が
大
艦
‘
た
。

を
臓
し
て
こ
０
好
機
を
待
っ
て
居
り
、
蒙
古
軍
の
撤
退
開
始
を

見
す
ま
し
、
浮
梁
を
焼
断
っ
て
畜
殺
戦
を
行
っ
た
。
但
し
戦
術

　
　

０
未
熟
な
篤
か
、
将
だ
蒙
古
軍
０
善
戦
し
た
る
鴬
か
、
宋
軍
の
。

　
　

獲
た
る
首
級
は
僅
百
七
十
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
兎
も
角
、

　
　

連
戦
連
敗
が
常
例
で
あ
っ
た
宋
に
と
っ
て
は
異
常
の
成
功
で
あ

　
　

り
、
朝
野
を
挙
げ
て
有
頂
天
０
歓
喜
に
浸
っ
た
こ
と
に
は
、
十

　
　

分
に
同
情
出
来
る
・

　
　
　

こ
０
間
、
葺
似
道
は
京
百
・
湖
南
北
・
四
川
宣
撫
大
使
、
都

　
　

大
提
挙
用
淮
兵
甲
、
湖
廣
總
領
、
知
江
陵
府
と
い
ふ
長
い
肩
書

　
　

で
、
更
に
節
制
江
西
二
廣
人
馬
を
粂
ね
、
通
融
庶
援
上
流
を
命

　
　

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
都
０
附
近
を
除
く
外
、
南
宋
領
土
の
殆

　
　

ど
全
部
が
彼
の
指
揮
下
に
入
っ
て
ゐ
た
譚
で
あ
る
。
卯
ち
彼
は

　
　

こ
０
戦
争
に
對
す
る
全
面
的
の
責
任
者
で
あ
-
Ｃ
s
、
功
罪
共
に
Ｉ

　
　

人
で
負
は
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
。
彼
は
始
め
漢
陽
に
あ
り
、
後

　
　

に
戦
場
の
中
心
な
る
部
州
に
入
っ
て
軍
務
を
總
督
し
、
戦
の
終

　
　

る
頃
に
な
っ
て
、
對
岸
の
黄
州
に
移
駐
し
た
。
そ
０
途
次
に
敵

　
　

の
敗
残
兵
に
遭
遇
し
て
之
を
破
り
、
捕
掠
せ
ら
れ
た
若
干
の
宋

　
　

民
を
取
戻
し
、
此
等
は
叉
誇
大
な
る
軍
功
報
告
と
な
っ
て
中
央

c
ｓ
　
　
　
　
　
ｙ
達
し
、
い
や
が
上
に
も
彼
の
武
動
を
赫
々
た
る
も
の
に
し

四

　

理
宗
皇
帝
は
原
床
、
宋
皇
室
０
疎
族
で
、
寧
宗
が
不
慧
に
し

て
子
な
き
の
際
、
皇
子
に
取
立
て
ら
れ
、
時
の
権
臣
史
彊
遠
に

そ
の
端
重
な
る
態
度
を
見
込
ま
れ
、
寧
宗
０
崩
後
競
争
者
を
排

し
て
位
を
嗣
い
で
天
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
所
が
不
遇
の

中
に
あ
っ
て
は
好
學
恭
倹
０
青
年
も
、
急
に
天
子
と
な
っ
て
富

貴
の
境
遇
に
置
か
れ
何
一
つ
思
ふ
に
任
せ
ぬ
こ
と
が
な
く
な
る

と
、
根
が
生
れ
っ
き
の
聖
人
で
も
な
い
０
で
、
段
々
自
制
の
纏

が
ゆ
る
ん
で
床
て
、
天
晴
れ
一
箇
の
道
楽
者
と
な
り
了
せ
た
。

殊
に
宰
相
史
彊
遠
が
亡
く
な
っ
て
、
誰
憚
る
者
が
な
く
た
る
と
、

側
近
の
宦
者
董
宋
臣
等
が
重
用
さ
れ
、
先
づ
宮
中
に
土
木
を
興

し
、
そ
の
篤
に
修
内
司
と
い
ふ
役
所
を
立
て
、
之
が
宮
中
を
根

球
と
し
て
外
廷
に
干
渉
し
出
し
た
。
最
初
は
軍
に
政
府
か
ら
土

木
費
を
貢
い
で
災
れ
ｘ
ば
満
足
し
た
が
、
段
々
費
用
が
嵩
ん
で

来
る
と
、
政
府
の
人
事
に
容
暖
し
、
外
戚
宦
官
一
味
の
者
を
地

方
官
と
し
て
涙
出
し
、
其
地
方
か
ら
直
接
い
宮
廷
０
費
用
を
搾

取
し
や
う
と
し
た
。
朝
廷
の
大
臣
は
若
し
斯
る
要
求
を
容
れ
ｘ

ば
清
議
０
斥
す
所
と
な
り
、
無
下
に
退
け
れ
ば
自
己
の
位
置
を
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保
つ
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
其
の
立
場
は
誠
に
苦
し
い
も
の

　
　

が
あ
る
。
斯
く
し
て
優
柔
不
断
の
謝
方
叔
は
朝
を
追
は
れ
、
董

　
　

槐
、
程
元
鳳
の
中
間
内
閣
も
永
続
せ
す
、
結
局
宦
官
勢
力
の
代

　
　

聊
者
た
る
丁
大
全
が
右
水
相
と
な
り
、
硬
論
派
は
一
時
逼
塞
せ

　
　

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
起
っ
た
の
が
上
述
の
蒙
古
軍
の

　
　

大
侵
入
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

抑
も
忽
必
烈
が
何
等
水
軍
の
準
備
な
く
し
て
進
軍
し
、
容
易

　
　

に
揚
子
江
を
渡
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
丁
大
全
の
失
政
が
原

　
　

因
で
、
彼
０
登
用
し
た
地
方
官
が
江
畔
の
漁
戸
を
浸
削
し
、
其

　
　

地
の
土
豪
が
之
に
憤
激
の
あ
ま
り
進
ん
で
蒙
古
軍
の
１
　
導
を
勤

　
　

め
た
る
が
篤
で
あ
っ
た
。
而
し
て
丁
大
全
は
自
己
の
非
を
蔽
は

　
　

ん
が
焉
に
、
由
々
敷
き
事
態
に
立
至
る
迄
、
蒙
古
軍
の
侵
入
を

　
　

秘
匿
し
て
、
國
家
を
累
卵
の
危
に
陥
れ
た
の
と
い
ふ
の
で
、
器

　
　

々
た
る
非
難
０
聾
に
曝
さ
れ
ヽ
流
石
厚
顔
の
丁
大
全
も
ヽ
桂
冠

　
　

し
て
罪
を
閥
下
に
待
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
而
し
て
丁
大
全

　
　

に
代
り
て
、
戦
時
内
閣
の
重
責
を
負
う
た
る
は
、
硬
論
賞
の
領

　
　

袖
災
潜
で
あ
る
。

　
　
　

災
潜
は
嘉
定
十
年
０
状
元
進
士
で
あ
り
、
常
時
漸
く
政
治
界

　
　

に
も
姿
を
現
し
て
来
た
、
弊
衣
破
帽
を
誇
る
道
學
先
生
の
鐸
々

　
　

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
１
　
て
、
道
忙
逡
っ
て
嬰
を
求
む
と

い
っ
て
弾
劾
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
程
で
あ
る
が
、
今
や
年
七

十
に
近
く
、
老
い
て
愈
々
頑
固
に
、
朝
廷
よ
り
宦
官
派
の
政
治

家
を
一
人
残
ら
ず
掃
除
せ
ん
も
の
と
決
心
を
固
め
、
徹
底
的
粛

清
案
を
提
げ
て
朝
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
所
が
彼
０
悲
壮
な
る

決
意
に
共
鳴
し
た
の
は
、
僅
に
若
干
の
青
年
官
吏
の
み
で
あ
っ

て
、
一
般
廷
臣
は
寧
ろ
、
飴
り
に
行
き
過
ぎ
た
る
蕭
清
は
、
其

中
に
自
分
等
を
も
累
す
に
至
る
も
知
れ
ぬ
と
危
惧
し
出
し
た
ら

し
く
、
仮
想
外
に
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
傍
観
し
て
ゐ
た
。
一

方
で
は
災
潜
の
計
書
し
た
朝
臣
の
人
事
移
動
が
未
だ
目
鼻
の
っ

か
ぬ
中
に
、
血
気
に
逸
る
少
壮
官
吏
、
國
子
博
士
以
下
五
人
が

臭
潜
の
仕
方
を
手
ぬ
る
い
と
な
し
、
凡
て
０
禰
暇
の
根
本
は
宦

官
董
宋
臣
に
あ
り
と
し
て
、
宮
中
の
秘
密
迄
も
摘
狸
せ
ん
と
い

き
り
立
つ
、
災
潜
と
し
て
も
在
野
時
代
０
抱
負
は
、
愈
々
廟
堂

拓
立
っ
て
見
れ
ば
到
底
共
生
賓
現
出
来
ぬ
こ
と
に
気
付
き
、
彼

０
戦
時
内
閣
の
前
途
に
は
早
く
も
一
抹
０
暗
雲
が
腹
っ
た
の
で

あ
る
。
更
に
困
っ
た
こ
と
は
、
由
来
天
子
の
苦
手
は
道
學
者
で

あ
り
、
こ
の
場
合
も
天
子
理
宗
が
災
潜
と
少
し
も
こ
ま
が
合
は

な
い
。
蒙
古
軍
が
江
西
迄
侵
入
し
て
来
た
時
、
臭
潜
は
天
子
に

海
上
に
避
難
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
天
子
は
不
賛
成
で
あ
る
。

曰
く
「
股
が
海
上
に
去
っ
た
ら
ば
、
卿
は
如
何
す
る
か
。
」

　

謨
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潜
目
く
「
臣
は
死
力
を
轟
し
て
國
部
を
防
禦
致
し
ま
そ
う
。
」
天

　
　

子
泣
下
り
て
日
く
「
卿
拡
張
邦
昌
２
具
似
を
す
る
の
で
は
あ
る

　
　

ま
い
な
。
」

　

こ
０
天
子
の
言
葉
は
酷
い
言
ひ
方
で
「
朕
を
費
る

　
　

つ
も
り
か
」
と
い
ふ
と
同
じ
い
。
こ
ん
な
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
激
。

　
　

論
が
君
臣
の
間
に
交
さ
れ
た
が
、
更
に
立
太
子
問
題
で
最
後
０
　

　
　

場
面
に
到
達
し
た
。
原
糸
理
宗
に
は
皇
子
が
な
い
。
そ
こ
で
弟

　
　

梨
王
輿
・
丙
の
子
忠
王
を
養
子
に
し
や
う
と
し
た
が
、
道
學
者
災

　
　

潜
に
は
、
そ
０
Ｉ

　
　

違
ひ
ま
す
し
、
忠
王
は
陛
下
程
蓬
が
よ
く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
」

　
　

こ
ん
な
事
を
言
上
し
て
す
っ
か
り
理
宗
の
気
嫌
を
損
じ
た
。
蒙

　
　

古
軍
が
全
部
撤
退
し
て
、
平
和
恢
復
０
直
後
台
諌
側
が
臭
潜
の

　
　

罪
を
弾
劾
す
る
一
方
、
夜
牛
忽
と
し
て
冤
職
の
１
　
令
が
宮
中
よ

　
　

り
下
り
彼
は
そ
の
職
を
去
ら
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
０
で
あ
る
。

　
　
　

然
ら
ば
彼
０
後
を
端
ぐ
者
は
誰
か
、
資
は
天
子
と
二
三
〇
朝

　
　

臣
と
の
間
に
は
後
端
内
閣
首
班
０
膳
立
は
す
っ
か
り
出
来
て
ゐ

　
　

た
の
で
あ
る
。
そ
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
今
度
０
戦
争
０
大
動
功

　
　

者
買
似
道
其
の
人
忙
外
た
ら
た
か
っ
た
。
彼
は
こ
れ
迄
既
に
參

　
　

知
政
事
、
楯
密
使
・
右
丞
相
の
肩
書
を
加
へ
ち
れ
て
は
居
た
が
、

　
　

賓
職
社
制
置
使
乃
至
宣
撫
使
で
あ
っ
て
、
國
境
軍
偉
０
指
揮
官

２

　

で
あ
る
・
三
軍
を
叱
咤
す
る
こ
と
前
後
十
五
年
、
最
後
把
蒙
古

の
侵
入
を
防
禦
し
て
、
そ
の
手
腕
を
天
下
に
承
認
さ
れ
た
０
で
、

彼
が
中
央
に
入
っ
。
て
相
位
を
正
す
に
は
何
人
も
異
存
が
な
い
。

只
彼
の
宰
相
と
し
７
の
技
倆
は
獅
未
知
数
に
属
す
る
。
潮
瀞
は

刮
目
し
て
こ
の
新
宰
相
０
采
配
振
り
を
見
守
っ
た
０
で
あ
る
’

　

゛

　
　
　
　
　

五

　

質
似
道
は
開
慶
元
年
十
月
、
既
に
軍
中
に
就
い
て
右
丞
相
農

楯
密
使
に
芹
せ
ら
れ
、
翌
景
定
元
年
四
月
、
左
丞
相
臭
潜
が
罷

め
ら
る
ｘ
と
直
ち
に
、
凱
旋
将
軍
と
し
て
入
京
し
、
朝
廷
０
首

班
に
坐
す
る
こ
と
Ｘ
な
っ
た
。
此
で
Ｉ
言
す
可
き
は
、
天
子
理

宗
と
０
開
係
で
あ
る
。
早
く
よ
り
天
子
は
個
人
的
に
買
似
道
の

人
物
を
熟
知
し
て
居
り
、
姉
賢
貴
妃
は
既
に
亡
く
な
っ
て
ゐ
る

と
は
云
へ
、
そ
の
弟
を
信
頼
す
る
情
に
は
腱
り
が
な
い
。
そ
の

買
似
道
が
新
に
宰
相
と
な
っ
た
の
で
、
云
は
芝

力
出
入
し
た
る
親
類
０
子
が
、
今
度
は
来
客
に
な
っ
て
堂
々
と

玄
開
よ
り
乗
り
込
ん
だ
如
く
、
朝
廷
で
初
顔
合
せ
し
た
君
臣
は
、

互
に
探
っ
た
い
気
が
し
た
に
相
違
な
い
。
雨
者
間
の
意
志
疏
通

は
、
電
気
０
銅
線
を
傅
は
る
速
度
で
行
は
れ
た
こ
･
Ｊ
Ｊ
は
推
測
に

飴
り
あ
る
。
こ
の
事
は
何
と
い
っ
て
も
新
宰
相
の
絶
對
の
強
味

で
あ
っ
た
。
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買
似
道
が
先
づ
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
今
事
飽
に
對
す

る
論
功
行
賞
及
び
軍
規
干
犯
者
の
所
罰
で
あ
る
。
論
功
行
賞
の

方
は
既
に
軍
中
に
於
い
て
大
牛
を
済
ま
せ
、
自
己
の
後
拙
者
と

し
て
気
に
入
り
の
呂
文
徳
を
京
西
湖
北
安
撫
使
に
据
え
、
夏
貴

を
淮
束
安
撫
副
使
と
し
て
之
を
輔
け
し
め
る
こ
と
に
定
っ
て
ゐ

る
。
所
罰
の
方
は
、
こ
れ
迄
は
戦
争
に
敗
け
さ
へ
し
な
け
れ
ば

行
は
な
い
の
が
常
例
で
あ
る
が
、
長
く
軍
中
に
あ
っ
て
賓
醵
に

通
じ
、
且
つ
軍
除
に
對
し
て
睨
み
の
利
く
買
似
道
は
断
乎
と
し

て
之
を
賓
行
し
、
以
て
軍
規
の
粛
整
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
文

臣
に
し
て
兵
に
将
た
り
し
、
李
曾
伯
、
史
巌
之
等
は
そ
の
退
嬰

順
職
の
故
を
以
て
官
を
禍
は
れ
、
武
将
は
多
く
貪
蓼
無
規
律
に

し
て
、
そ
の
部
下
を
放
っ
て
掠
奪
を
恣
に
し
た
る
廉
を
以
て
澗

退
さ
れ
た
。
掠
奪
の
名
人
、
李
虎
０
如
き
が
死
一
等
を
減
じ
て

欝
林
州
に
流
さ
れ
た
の
は
富
然
と
し
て
、
相
富
に
武
功
を
立
て

た
る
向
士
璧
、
曹
世
雄
等
が
免
職
さ
れ
た
る
上
、
濫
用
し
た
る

軍
費
０
辨
償
を
強
制
さ
れ
て
能
は
す
、
遠
州
に
厖
宣
せ
ら
れ
た

る
如
き
は
、
人
み
な
買
似
道
の
偏
頗
な
る
を
疑
ひ
、
そ
の
苛
酷

に
過
ぐ
る
を
咎
め
た
。
併
し
買
似
道
に
言
は
せ
た
な
ら
ば
叉
已

む
を
得
ざ
る
理
由
も
あ
っ
た
０
で
あ
ら
う
。
’

　

武
人
に
對
す
る
粛
清
が
徹
底
的
な
る
に
反
し
て
、
中
央
０
文

官
官
僚
に
對
す
る
彼
の
人
事
行
政
は
寧
ろ
微
温
的
で
あ
っ
た
。

先
に
臭
潜
が
反
對
派
を
Ｉ
掃
せ
ん
と
し
て
失
敗
し
｀
た
の
に
鑑
み

買
似
道
は
反
っ
て
清
濁
併
せ
呑
み
、
薯
材
料
を
其
借
利
用
し
て

そ
こ
に
買
似
道
流
の
新
値
制
を
樹
立
せ
ん
と
し
た
。
而
し
て
彼

ｏ
目
論
見
は
、
卓
越
せ
る
彼
の
行
政
的
手
腕
に
よ
っ
て
略
々
完

仝
に
近
く
賓
現
せ
ら
れ
た
。

　

営
時
官
吏
の
数
は
頗
る
多
く
し
て
賓
訣
は
甚
だ
少
く
、
必
然

的
に
観
官
運
動
が
猛
烈
に
行
は
れ
た
。
そ
こ
に
は
宦
官
を
も
利

用
し
て
恥
ぢ
ざ
る
便
宜
主
義
者
と
、
之
を
排
撃
せ
ん
と
す
る
硬

論
派
と
の
對
立
も
生
す
る
。
買
似
道
が
若
し
一
方
を
援
け
て
一

方
を
排
す
れ
ば
、
宋
代
名
物
ｏ
宮
乎
が
再
燃
激
化
す
る
虞
が
あ

る
。
買
似
道
が
硯
ふ
所
は
寧
ろ
従
来
の
寫

彼
は
一
切
既
往
を
問
は
ざ
る
こ
と
ｘ
し
て
、
官
僚
群
を
安
堵
せ

し
め
、
改
め
て
彼
に
對
す
る
将
来
の
助
力
を
要
請
し
た
。
彼
は

観
官
運
動
者
に
は
堅
く
門
戸
を
閉
し
て
請
託
を
退
け
、
一
方
誼

を
厚
く
し
て
、
隠
遁
的
な
學
者
の
出
炭
を
懇
請
し
た
。
そ
ｏ
遣

り
方
が
飽
迄
徹
底
し
て
、
世
人
を
し
て
以
後
観
官
運
動
の
篤
に

は
、
山
中
に
入
っ
て
坐
輝
を
し
な
け
れ
ば
た
る
ま
い
か
と
さ
へ

思
は
し
め
た
。
彼
が
曽
を
厚
く
し
て
朝
廷
に
招
き
、
廟
堂
に
立

た
し
め
た
る
馬
廷
鸞
、
葉
夢
鼎
、
江
萬
里
の
如
き
は
何
れ
４
営
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・
パ
。
時
に
有
名
な
學
者
文
人
で
あ
る
が
、
元
よ
り
宰
相
の
器
で
も
な

　
　

・
く
、
事
務
０
才
も
な
い
、
云
は
ゞ
床
の
間
の
飾
に
過
ぎ
な
い
の

　
　
　

で
あ
る
が
。
質
似
道
は
寧
ろ
、
さ
う
い
ふ
無
能
な
鮎
を
見
込
ん

　
　
　

で
同
僚
叱
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
買
似
道
自
ら
恬
退
０
範
を
示
さ

　
　

ん
が
篤
に
、
時
々
健
康
勝
れ
ざ
る
を
理
由
・
と
し
て
斟
職
を
願
ひ
”

　
　

出
づ
れ
ば
、
彼
０
同
僚
は
暗
夜
に
燈
火
を
失
は
ん
心
地
し
て
、

　
　

季
っ
て
天
子
に
上
書
し
て
、
周
公
去
る
可
か
ら
す
と
云
っ
て
彼

　
　

を
慰
留
せ
ん
こ
と
を
所
願
す
る
。
買
似
道
更
に
恐
龍
し
て
切
に

　
　

骸
骨
を
乞
は
ん
と
す
れ
ば
、
天
子
の
慰
撫
愈
々
厚
く
、
同
僚
の

　
　

留
任
運
動
は
益
々
白
熱
化
す
る
。
七
度
八
度
押
問
答
の
後
に
漸

　
　

く
、
留
任
を
承
諾
す
れ
ば
、
天
子
も
官
僚
も
胸
を
撫
で
下
し
て

　
　

安
堵
し
、
其
度
に
買
似
道
の
官
位
は
上
り
、
威
握
は
高
ま
る
の

　
　

で
あ
っ
た
。

　
　
　

軍
閥
を
抑
へ
、
官
僚
を
抑
へ
、
而
も
天
子
０
信
任
隆
重
な
る

　
　

賢
似
道
に
對
し
て
は
、
宮
中
に
巣
喰
ふ
宦
官
、
閥
閔
を
誇
る
外

　
　

戚
宗
室
も
頭
が
上
ら
な
か
っ
た
。
ぎ
最
も
不
思
議
な
る
現
象
は

　
　

こ
れ
迄
、
虎
の
如
く
猛
く
、
何
人
-
≫
≪
-
馴
葛
す
可
か
ら
ざ
る
代
物

　
　

と
思
は
れ
た
臨
安
府
下
の
學
生
群
迄
が
鳴
を
潜
め
て
、
急
に
猫

　
　

の
如
く
従
順
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
由
来
都
下
の
學
生
は
鼻

ぞ

　

息
が
頗
る
荒
く
、
何
分
に
も
聖
賢
の
書
を
誦
す
る
身
分
と
い
ふ

‐
衿
侍
が
。
あ
る
の
で
、
俗
物
の
政
治
家
共
等
は
眼
申
に
な
い
。
。
気

に
喰
は
ね
ぱ
廟
堂
の
宰
相
を
も
弾
劾
す
る
。
之
を
取
締
る
の
は

　
　
　
　
　

一

　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　

｀

臨
安
府
尹
の
職
務
で
あ
る
が
、
何
分
相
手
が
學
生
と
な
る
と
、

後
難
を
恐
れ
て
手
を
出
さ
ぬ
。
政
府
と
學
生
の
間
に
挾
ま
れ
進

血
谷
ま
っ
て
僻
職
す
る
の
が
、
歴
代
の
府
尹
の
蓮
命
と
定
っ
て

ゐ
た
。
そ
れ
が
買
似
道
が
一
度
學
校
を
睨
む
と
、
こ
れ
迄
兇
暴

を
極
め
た
學
生
群
が
魔
術
を
か
け
ら
れ
た
や
う
に
大
人
し
く
た

っ
て
了
っ
た
。
然
ら
ば
彼
は
如
何
な
る
秘
訣
を
知
っ
た
か
。
別

に
面
倒
は
な
い
、
只
思
想
善
導
費
を
節
分
に
出
す
、
學
校
の
試

験
を
ら
く
に
す
る
、
時
々
若
ｓ
者
を
'
（
％
'
■
'

事
で
営
時
の
學
生
等
は
面
白
い
程
ま
ん
ま
と
能
絡
さ
れ
て
了
っ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

六

　

此
に
一
言
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
質
似
道
の
財
政
策
で
あ
る
。

由
来
、
南
支
那
は
一
帯
に
米
の
産
額
が
多
く
、
殊
に
都
の
臨
安

附
近
は
浙
東
、
浙
西
の
地
で
、
古
来
米
穀
豊
熟
を
以
て
鳴
り
、

總
膿
的
に
は
食
稲
は
決
し
て
不
足
し
な
い
が
、
尨
大
な
軍
除
に

供
給
す
る
篤
に
は
租
税
丈
で
は
１
　
分
で
な
い
。
約
六
百
萬
石
９

米
を
毎
年
和
耀
と
稀
し
て
賓
は
強
制
的
に
買
ひ
上
げ
る
の
で
あ
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釦

　

る
が
、
之
に
支
沸
ふ
に
は
會
子
な
る
不
換
紙
幣
を
以
て
す
る
。

　
　

斯
く
し
て
年
々
不
換
紙
幣
が
堵
登
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
價
格
は

　
　

年
々
低
落
し
、
た
と
へ
紙
と
１
　
で
印
刷
す
る
も
の
で
も
、
そ
の

　
　

分
量
が
莫
大
な
量
に
な
る
と
、
印
刷
費
用
丈
で
も
馬
鹿
に
な
ら

　
　

ぬ
。
買
似
道
は
新
會
子
印
刷
の
手
数
を
省
き
、
悪
性
イ
″
フ
レ

　
　

を
抑
制
す
る
篤
に
、
一
努
永
逸
の
策
と
し
て
、
公
田
買
収
に
着

　
　

手
し
た
。
之
は
劉
良
貴
等
の
献
策
に
よ
る
も
の
で
、
二
百
畝
以

　
　

上
所
有
の
大
地
主
よ
り
其
の
三
分
０
一
を
強
制
的
に
國
家
が
買

　
　

収
し
、
之
を
小
作
人
に
貸
呉
し
て
そ
の
年
貢
を
収
め
、
和
親
に

　
　

代
へ
て
軍
糧
に
供
す
る
と
い
ふ
計
重
で
あ
る
。
買
似
道
は
こ
の

　
　

新
政
策
に
非
常
に
熱
心
で
、
率
先
し
て
自
己
の
所
有
田
一
萬
畝

　
　

を
投
げ
出
し
、
吝
嗇
を
以
て
聞
え
た
、
理
宗
０
弟
条
王
輿
丙
に

　
　

も
田
を
出
さ
せ
、
猿
め
反
對
論
者
０
ロ
を
封
じ
た
。
先
づ
浙
西

　
　

よ
り
買
収
に
着
手
し
平
江
、
嘉
興
、
安
吉
、
及
び
絹
江
常
州
江

　
　

蔭
に
官
田
所
０
分
司
を
立
て
、
各
郷
に
官
荘
を
置
き
、
土
豪
を

　
　

荘
官
に
任
じ
て
、
租
米
の
徴
収
に
責
任
を
負
は
せ
、
後
に
は
荘

　
　

官
を
慶
し
て
官
吏
が
直
接
小
作
人
を
監
督
す
る
こ
と
に
し
だ
・

　
　

扨
買
収
と
云
っ
て
も
、
政
府
が
代
償
に
呉
へ
た
も
の
は
、
不
換

　
　

紙
幣
０
會
子
と
、
官
吏
の
耐
令
書
た
＆
告
身
で
あ
っ
た
か
ら
、

　
　

″
没
収
と
相
去
る
こ
と
遠
く
な
い
。
又
官
吏
荘
官
が
愈
々
租
米
を

徴
す
る
段
に
な
っ
て
、
意
外
に
賓
収
が
少
い
と
、
貧
乏
な
小
作

人
を
責
め
て
も
役
に
立
た
ぬ
の
で
、
原
の
所
有
主
に
不
足
分
を

辨
償
せ
し
め
る
。
之
が
浙
西
地
方
の
地
主
連
に
大
恐
慌
を
惹
起

し
た
。
尤
も
地
主
の
方
に
も
罪
が
あ
り
、
こ
れ
迄
の
大
地
主
に

は
、
そ
の
経
臍
力
を
背
景
と
し
て
非
道
な
利
殖
を
行
っ
て
来
た

者
が
多
く
、
和
州
の
や
う
な
負
搭
は
成
る
可
く
之
を
小
地
主
に

弊
嫁
し
、
結
局
政
府
は
今
迄
の
和
州
で
は
や
っ
て
行
け
な
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
公
田
買
上
を
始
め
る
と
、
彼
等
は
態
と
暁
納
な

地
を
以
て
買
収
に
庖
じ
、
或
は
面
積
を
伴
っ
て
差
出
し
た
の
で
、

租
米
上
納
の
際
に
そ
の
不
正
が
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
は

身
か
ら
出
た
錆
と
は
云
ふ
も
の
ｉ
、
租
米
不
足
の
辨
償
を
督
促

せ
ら
れ
て
困
却
し
或
は
自
殺
す
る
者
さ
へ
あ
っ
た
と
い
ふ
デ
マ

も
飛
ぶ
。
買
似
道
の
公
田
政
策
は
地
主
階
級
に
著
し
く
不
評
判

で
あ
ひ
、
而
し
て
地
主
階
級
の
不
平
は
直
ち
に
響
の
聾
に
庶
す

る
如
く
朝
廷
の
輿
論
に
反
映
す
る
。
そ
こ
で
最
初
の
猿
定
は
全

國
で
一
千
萬
畝
の
田
を
獲
て
、
六
七
百
萬
石
の
租
米
を
徴
す
る

計
書
で
あ
っ
た
が
、
浙
西
に
於
い
て
三
百
五
十
萬
畝
の
公
田
を

獲
た
所
で
一
先
づ
打
切
る
こ
と
ゝ
し
た
。
そ
の
租
米
は
約
二
百

五
十
萬
石
と
な
る
勘
定
で
あ
る
が
、
こ
の
額
は
こ
れ
迄
の
雨
浙

轄
運
使
の
和
州
額
に
相
雷
す
る
か
ら
、
浙
酉
の
公
田
丈
で
雨
浙
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ひ
和
親
を
罷
め
て
も
困
ら
ぬ
や
う
、
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
に

　
　

公
田
の
租
米
を
咸
淳
倉
を
立
て
Ｘ
貯
へ
た
が
、
常
に
六
百
萬
石

　
　

口
米
が
そ
こ
で
・
唸
っ
て
ゐ
た
。

　
　
　

第
二
の
政
策
は
経
界
推
排
法
と
い
ふ
。
之
も
主
と
し
て
富
豪

　
　

が
賦
税
を
誤
魔
化
さ
ん
が
篤
、
故
意
に
田
籍
を
豪
気
し
て
ゐ
る

　
　

の
で
、
接
地
を
行
っ
て
田
籍
を
正
し
た
の
で
あ
る
が
、
官
僚
地

　
　

主
間
の
評
判
は
益
々
よ
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
江
南
の
地
は

　
　

尺
寸
の
土
に
も
税
が
課
せ
ら
れ
た
と
非
難
さ
れ
た
が
、
今
日
か

　
　

ら
見
れ
ば
そ
の
方
が
本
営
な
の
で
あ
る
。
凡
そ
斯
る
地
主
階
級

　
　

の
好
ま
ざ
る
政
策
は
古
来
、
大
抵
失
敗
に
終
る
も
の
で
あ
る
が

　
　

買
似
道
は
之
を
断
行
し
、
賓
施
し
、
不
思
議
に
或
程
度
迄
成
功

　
　

し
た
。
以
て
彼
の
偉
大
な
る
統
制
力
を
見
る
可
き
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
は
金
銀
見
銭
開
子
の
我
行
で
あ
る
。
南
宋
時
代
０
　
通
貨

　
　

ぱ
原
則
’
と
し
て
銅
銭
本
位
で
あ
っ
た
が
、
賓
際
に
は
會
子
な
る

　
　

不
換
紙
幣
が
併
行
し
て
用
ひ
ら
れ
た
篤
、
銅
銭
は
之
に
瞑
迫
せ

　
　

ら
れ
、
次
第
に
流
通
界
よ
り
躯
逐
せ
ら
れ
さ
う
な
の
で
、
政
府

　
　

で
は
銅
錆
と
會
子
と
を
牛
分
宛
用
ふ
可
し
と
い
ふ
様
な
命
令
を

　
　

出
し
、
平
價
の
切
下
げ
を
行
ふ
と
共
に
、
會
子
の
價
格
維
持
に

　
　

力
め
た
が
、
朝
廷
の
財
政
困
難
が
會
子
の
濫
硬
を
促
す
と
共
に

お

　

會
子
の
價
格
は
下
落
す
る
一
方
で
あ
る
。
南
宋
牛
以
後
、
會
子

價
楠
の
維
楯
が
、
１
に
蔀
淮
諒
Ｃ
佃
Ｃ
掴
て
■
Ｒ
s
i
＼
'
-
s
＜
"
　
m
^
ｒ
＾

は
公
田
を
買
っ
て
或
程
度
ま
で
和
綴
を
や
め
、
會
子
の
堵
狸
を

喰
ひ
止
め
る
と
共
に
、
之
が
整
理
を
企
て
た
。
営
時
第
十
七
界
、

第
十
八
界
の
會
子
が
流
通
し
て
ゐ
た
の
で
、
第
十
七
界
の
會
子

の
通
用
を
停
止
し
、
新
に
見
銭
開
子
を
硬
行
し
た
。
之
は
銅
銭

の
兌
換
券
で
あ
る
。
一
膿
、
交
子
、
會
子
、
開
子
、
み
た
手
形

の
意
味
で
あ
っ
て
格
別
の
差
違
は
た
く
、
最
初
は
夫
々
兌
換
券

で
あ
っ
た
の
が
、
何
時
の
間
に
か
不
換
紙
幣
と
だ
る
と
、
之
‘
と

違
っ
て
兌
換
可
能
の
新
券
を
狸
行
し
て
別
の
名
前
を
つ
け
る
の

で
あ
る
。
所
で
買
似
道
の
見
銭
開
子
の
一
貫
は
、
銅
銭
七
百
七

十
文
に
兌
換
し
、
十
八
界
會
子
の
三
貫
に
交
換
す
る
。
結
局
十

八
界
會
子
一
貫
は
、
銅
銭
二
百
五
十
七
文
と
定
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
１
　
七
界
の
會
子
は
、
十
八
界
會
子
を
以
て
回
収

し
た
が
、
如
何
た
る
比
卒
を
以
て
し
た
か
不
明
で
あ
る
。

　

銅
銭
及
び
之
を
代
表
す
る
會
子
。
の
外
に
、
常
時
銀
が
漸
く
流

通
力
を
噌
し
て
大
量
取
引
に
用
ひ
ら
れ
、
鏡
に
代
っ
て
本
位
貨

に
な
ら
ん
と
す
る
勢
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
質
似
道
は
、
金
塊
銀

塊
の
開
子
を
腿
行
し
て
見
銭
開
子
と
併
せ
用
ひ
た
。
金
と
銀
、

銀
と
銅
と
の
交
換
比
率
が
如
何
で
あ
っ
た
か
も
、
遺
憾
乍
ら
知

る
を
得
な
い
。
扨
各
種
の
閲
子
が
硬
行
さ
れ
た
後
、
通
貨
は
果

-67-



銘

　

し
て
安
定
し
た
か
否
か
、
史
の
傅
ふ
る
所
で
は
、
反
っ
て
益
々

　
　

物
價
騰
貴
し
て
人
民
が
苦
ん
だ
と
あ
る
が
、
之
も
文
字
の
俊
に

　
　

は
受
取
れ
な
い
。
其
後
十
年
程
で
南
宋
は
滅
亡
し
、
こ
の
十
年

　
　

間
の
情
勢
を
公
平
に
傅
へ
る
史
料
は
現
今
殆
ど
存
在
し
て
ゐ
な

　
　

い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

七

　

景
定
五
年
、
理
宗
は
賓
壽
六
十
歳
、
在
位
四
十
一
年
の
長
き

治
世
の
後
に
崩
御
し
て
、
弟
渠
王
財
政
の
子
忠
王
が
即
位
し

た
。
凌
宗
即
ち
忠
王
は
先
に
買
似
道
が
相
位
を
正
す
と
共
に
、

そ
の
賛
助
の
下
に
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
て
居
た
。
今
印
位
の
時

は
年
二
十
五
歳
、
別
に
幼
・
冲
と
い
ふ
に
は
非
る
も
生
来
不
慧
に

し
て
、
學
問
よ
り
も
政
治
よ
り
も
、
享
楽
を
好
む
近
代
的
青
年

で
あ
っ
た
。
而
し
て
買
似
道
よ
り
云
へ
ば
最
も
輿
し
易
い
天
子

で
あ
り
、
彼
の
地
位
を
一
勝
掌
固
に
す
る
に
は
好
適
な
機
會
に

恵
ま
れ
た
謬
で
も
あ
る
。
〔
１
２
６
４
　
Ａ
.
　
Ｉ
〕
’
〕

　

度
宗
即
位
の
・
翌
咸
淳
元
年
、
買
似
道
は
太
師
を
加
へ
魏
國
公

に
封
ぜ
ら
れ
、
咸
淳
三
年
平
章
軍
國
重
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
私
第

を
西
湖
の
葛
嶺
に
賜
は
り
五
日
一
朝
の
殊
遇
を
財
へ
ら
れ
た
。

此
に
於
い
て
南
宋
政
府
に
は
二
重
瞼
系
が
成
立
し
、
買
似
道
は

葛
嶺
の
私
第
に
於
い
て
、
館
客
犀
１
　
中
と
計
っ
て
庶
政
を
裁
決

し
、
臨
安
朝
廷
の
百
僚
は
成
を
仰
い
で
盲
判
を
押
し
、
雨
所
の

連
絡
に
は
堂
吏
翁
庶
龍
が
常
っ
た
。

　

葛
嶺
の
買
氏
邸
宅
は
西
湖
を
俯
瞰
す
る
形
勝
の
位
置
を
占
め
、

園
を
集
芳
と
名
づ
け
、
其
中
に
牛
閑
亭
を
立
て
、
買
似
道
自
ら

牛
閑
老
人
秋
祭
と
琥
し
た
。
彼
は
文
學
に
も
疎
か
ら
す
、
殊
に

美
術
を
愛
好
し
、
良
工
を
招
い
て
定
武
蘭
亭
帖
を
覆
刻
し
た
り

し
た
。
そ
の
隨
筆
な
る
悦
生
隨
抄
は
常
時
の
隨
筆
文
學
流
行
の

風
を
追
う
て
、
閑
話
を
蒐
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
僅
に

そ
の
一
部
分
が
説
郭
の
中
に
見
出
さ
る
ｘ
の
み
で
あ
る
。
買
似

道
の
骨
董
癖
も
亦
常
時
の
風
潮
に
感
染
し
た
も
の
で
あ
。
り
、
相

営
の
熱
度
に
上
っ
た
ら
し
い
。
園
中
の
多
賓
閣
の
収
截
を
富
ま

さ
ん
が
認
に
は
、
世
人
の
最
も
嫌
忌
す
る
古
墓
登
掘
も
厭
は
た

か
っ
た
。
彼
は
峻
厳
に
獄
官
運
動
を
封
じ
た
事
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
が
人
に
は
弱
勘
の
あ
る
も
の
で
、
流
石
の
彼
も
骨
董
を

持
ち
こ
ま
れ
る
と
、
人
事
の
上
に
或
種
の
融
通
を
利
か
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
云
ふ
。
又
廷
峰
を
闘
は
す
こ
と
が
好
き
だ
っ

た
と
傅
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
遊
戯
は
今
日
で
も
支
那
に
行
は
れ

て
ゐ
る
。
宰
相
と
蛎
蜂
の
取
組
は
不
似
合
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

帥
ち
南
宋
末
期
の
世
風
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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咸
淳
六
年
に
は
十
日
一
朝
を
許
さ
れ
、
買
似
道
と
朝
廷
と
の

関
係
は
愈
々
疏
遠
に
与
る
と
共
に
、
買
似
道
の
腹
限
は
。
益
々
強

化
さ
れ
た
。
咸
淳
十
年
、
買
似
道
の
母
胡
氏
が
八
十
三
歳
の
老

齢
を
以
て
病
死
す
る
や
、
天
子
は
詔
し
て
特
に
朝
を
報
む
る
五

日
・
ヽ
内
侍
を
し
て
葬
を
護
し
、
葬
日
天
大
い
に
１
　
ふ
っ
て
百
官

泥
津
の
中
に
坐
し
、
膝
を
浸
す
る
も
敢
て
動
か
な
か
っ
た
と
云

ふ
。
併
し
乍
ら
寛
龍
悔
あ
ね
、
位
人
臣
を
極
め
て
望
月
の
訣
け

た
る
な
き
を
誇
っ
た
条
耀
を
、
鵬
で
急
旋
直
下
、
失
意
の
ど
ん

底
に
蒔
落
す
る
の
日
が
来
た
。
而
し
て
彼
の
運
命
の
逆
弊
は
對

蒙
古
政
策
の
破
綻
よ
り
来
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

　
　
　

先
に
忽
必
烈
の
侵
入
に
際
し
て
、
曹
似
道
が
割
地
と
歳
幣
を
ヽ

　
　

約
し
て
和
を
請
ひ
、
忽
必
烈
を
欺
き
て
撤
兵
せ
し
め
た
る
後
、

　
　

そ
の
約
を
果
さ
な
か
っ
た
と
い
ふ
奮
来
の
通
説
は
賀
賓
で
な

　
　

い
。
那
州
の
軍
中
に
て
和
睦
の
下
交
渉
が
行
は
れ
た
の
は
事
賓

　
　

で
あ
る
が
、
之
は
寧
ろ
頁
似
道
が
蒙
古
の
意
向
を
探
ら
ん
と
誘

　
　

ぴ
の
手
を
か
け
た
と
見
る
可
き
で
ヽ
忽
仏
烈
も
こ
の
提
議
を
具

　
　

に
受
け
ず
、
逐
に
和
議
は
流
産
の
佻
、
物
分
れ
と
な
っ
た
の
で

四

　

あ
る
。
忽
必
列
は
開
平
に
錨
り
て
自
立
し
て
大
元
皇
帝
の
位
に

つ
き
、
東
方
蒙
古
帝
國
を
建
設
し
、
。
略
々
盈
日
の
金
宋
對
立
の

形
勢
が
再
現
す
る
と
、
幕
下
の
親
宋
論
者
邦
経
を
宋
に
派
遣
し
、

新
に
宋
に
’
對
し
若
干
の
要
求
を
提
出
し
て
、
そ
の
‘
反
庶
を
見
ん

と
し
た
。
買
似
道
は
恐
ら
く
人
心
の
動
挨
を
慮
り
、
且
は
國
情

を
探
知
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
部
経
を
賀
州
に
拘
留
し
て
郡

に
入
ら
し
め
な
か
っ
た
。

　

忽
必
烈
が
そ
？

略
々
西
北
の
騒
既
を
錨
定
す
る
間
に
、
山
東
の
漢
人
軍
閥
李
壇

が
叛
殴
を
起
し
た
。
宋
政
府
は
別
に
何
程
の
成
算
が
あ
っ
た
謬

で
は
な
い
が
、
李
壇
の
叛
を
発
援
し
て
、
虎
威
を
犯
す
の
愚
を

敢
て
し
た
。
李
壇
は
先
に
金
末
、
流
賊
よ
り
起
り
て
宋
と
蒙
古

と
の
間
に
立
ち
、
一
濁
立
勢
力
を
形
成
し
た
る
李
仝
の
子
で
あ

る
・
李
全
が
宋
軍
に
殺
さ
れ
し
後
、
蒙
古
保
護
の
下
に
奮
部
下

を
糾
合
し
て
勢
力
を
盛
返
し
、
山
東
に
根
を
張
り
蒙
古
帝
國
内

に
漢
人
軍
閥
と
し
て
生
長
し
た
。
そ
れ
が
策
士
王
文
統
の
野
心

に
踊
ら
さ
れ
て
叛
旗
を
翻
し
た
が
臆
て
蒙
古
軍
に
討
手
せ
ら
れ

た
。
こ
の
事
あ
り
て
以
来
、
忽
必
烈
の
漢
人
に
對
す
る
心
境
に

一
髪
化
が
認
め
ら
れ
た
。
彼
は
部
下
の
漢
人
諸
侯
を
警
戒
し
出

す
と
共
に
、
南
方
に
栄
國
が
緑
喘
を
保
つ
間
は
、
決
し
て
漢
人

が
蒙
古
の
支
配
を
謳
歌
せ
ざ
る
可
き
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
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李
壇
の
叛
既
は
蒙
古
の
戦
術
に
對
し
て
も
貴
重
な
教
訓
を
昇

へ
た
。
山
来
蒙
古
人
は
野
戦
に
於
い
て
は
天
下
に
敵
な
き
勇
猛

さ
を
登
揮
し
た
が
、
攻
城
と
な
る
と
そ
の
鋒
先
は
鈍
っ
た
。
忽

必
烈
０
宋
へ
の
侵
入
に
際
し
て
も
、
長
き
對
陣
の
間
に
遂
に
那

州
城
を
抜
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
然
る
に
李
壇
が
済
南
に

能
城
し
た
時
、
元
将
史
天
滓
は
宋
子
貞
の
献
策
を
用
ひ
、
敵
城

に
對
峙
し
て
此
方
に
も
瑕
城
を
築
き
、
包
剛
態
勢
を
次
第
に
匝

縮
し
て
敵
の
死
命
を
草
す
る
を
得
た
。
即
ち
電
撃
戦
一
本
槍
の

蒙
古
軍
は
、
持
久
戦
の
要
領
を
會
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
忽
必
烈
は
早
速
こ
の
新
戦
術
を
宋
に
對
し
て
施
用
し
た
。

　

宋
の
前
線
は
南
淮
・
京
湖
・
四
川
で
あ
る
が
、
其
中
京
湖
が

最
も
要
衝
に
営
る

　０
蓋
し
南
淮
は
氾
加
地
に
し
て
騎
馬
の
進
退

敏
活
た
ら
す
、
四
川
は
中
心
よ
り
遠
く
離
れ
て
大
勢
に
影
響
す

る
こ
と
が
少
い
。
さ
れ
ど
若
し
京
湖
が
破
る
れ
ば
宋
の
領
土
は

中
断
さ
れ
て
牛
身
不
隨
に
陥
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宋
で
も
、

精
兵
を
京
湖
に
集
め
、
殊
に
前
進
基
地
た
る
襄
陽
の
防
備
を
堅

固
に
し
て
ゐ
る
。
宋
に
し
て
こ
の
地
動
を
確
保
す
れ
ば
、
た
と

ひ
蒙
古
軍
が
奇
襲
的
に
内
地
に
侵
入
す
る
も
、
總
て
兵
姑
線
の

脅
威
を
受
け
て
、
長
駆
戦
果
を
披
大
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

で
あ
る
。
襄
陽
は
正
に
必
苧
の
地
で
あ
っ
た
。

　
　

襄
陽
の
守
将
呂
文
煥
は
、
買
似
道
腹
心
の
将
呂
文
徳
の
弟
で

　

あ
り
、
呂
文
徳
は
那
州
に
鏝
し
て
、
揚
子
江
の
中
流
を
抑
へ
、

　

京
湖
の
軍
事
を
總
督
し
て
ゐ
兎
時
に
宋
軍
の
廳
前
劉
整
た
る

　

者
、
買
似
道
と
相
容
れ
ず
し
て
蒙
古
に
降
り
、
襄
陽
を
取
る
の

　

策
を
献
じ
た
。
即
ち
呂
文
徳
に
喰
は
す
に
利
を
以
て
し
、
盲
腸

　

と
併
立
す
る
要
地
焚
城
外
に
互
市
場
を
設
け
、
互
市
場
を
保
護

　

す
る
の
名
の
下
に
簡
軍
な
防
禦
工
事
を
施
す
の
了
解
を
得
た
。

’
南
北
の
互
市
は
、
且
ハ
地
の
繁
槃
を
招
き
、
之
を
支
配
す
る
軍
閥

　

に
も
相
常
の
副
収
入
を
欝
す
の
で
、
呂
文
徳
は
う
か
と
承
諾
し

　

た
の
で
あ
る
が
、
焚
城
外
の
防
備
は
知
ら
す
知
ら
す
の
間
に
強

　

化
さ
れ
、
呂
文
徳
が
気
の
っ
い
た
時
は
既
に
遅
く
、
最
早
如
何

　

と
も
す
可
か
ら
ざ
る
堅
固
な
城
壁
が
出
来
上
っ
て
ゐ
た
。
而
し

　

て
蒙
古
軍
は
擢
場
を
足
溜
り
と
し
て
、
盲
陽
焚
城
の
周
閲
に
要

　

塞
を
。
噌
築
し
て
之
を
包
園
し
、
完
１
　
に
宋
の
援
軍
往
来
の
途
を

　

遮
断
し
て
了
っ
た
。
斯
く
て
或
淳
四
年
よ
り
、
五
箇
年
に
亘
る

　

襄
陽
攻
園
戦
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
中
に
呂
文
徳
は
病

　

歿
し
蒙
古
軍
が
新
武
器
回
回
砲
を
用
ひ
て
１
　
撃
す
る
に
及
び
、

　

さ
し
も
難
攻
不
落
を
誇
っ
た
襄
陽
の
守
備
も
潰
え
て
、
咸
淳
九

　

年
二
月
、
守
将
呂
文
煥
以
下
、
城
門
を
開
い
て
出
降
し
た
。
襄

　

陽
な
き
宋
の
防
禦
は
、
セ
ダ
ン
を
突
破
さ
れ
た
る
マ
ヂ
ノ
線
で
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あ
っ
た
。

　

宋
の
咸
淳
十
年
、
元
の
至
元
１
　
一
、
年
七
月
、
忽
必
烈
は
名
将

伯
顔
に
十
萬
の
軍
を
授
け
て
南
宋
討
伐
０
總
帥
を
命
じ
た
。
伯

顔
は
宋
０
降
将
劉
整
を
し
て
雨
淮
に
向
ひ
・
、
宋
軍
を
東
方
に
牽

制
す
る
と
共
に
、
猛
将
阿
尤
を
前
鋒
と
し
て
京
湖
に
侵
入
し
、

漢
水
に
沿
う
て
南
下
し
た
。
阿
尤
は
か
の
瓦
良
喰
台
０
子
、
先

の
襄
陽
攻
園
戦
は
彼
０
指
揮
下
に
行
は
れ
た
も
０
で
あ
る
。
各

十
二
月
、
阿
北
０
軍
は
揚
子
江
岸
に
達
し
、
宋
の
水
軍
０
眼
を

、
掠
め
て
南
岸
に
渡
り
、
早
く
も
部
州
城
を
占
領
し
た
。
此
時
蒙

古
軍
は
懐
め
漢
水
に
於
い
て
訓
練
し
た
る
水
軍
あ
り
、
今
文
宋

の
幽
獲
艦
船
を
以
て
、
彊
力
な
る
水
軍
を
組
織
し
、
瞬
く
間
に

臨
安
進
撃
の
醵
勢
を
整
へ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

明
く
れ
ば
元
の
至
元
十
二
年
、
宋
は
度
宗
崩
後
を
受
け
て
、

子
少
帝
の
立
ち
た
る
徳
砧
元
年
、
蒙
古
軍
は
揚
子
江
の
雨
岸
に

沿
う
て
、
江
中
の
水
軍
を
保
護
し
っ
Ｘ
、
破
竹
０
勢
を
以
て
東

下
し
た
。
斯
か
る
危
急
に
直
面
し
て
宋
朝
廷
０
對
策
は
如
何
。

苛
宋
朝
廷
に
は
時
勢
の
見
透
し
と
、
前
線
の
情
報
を
罷
取
し

得
る
も
０
は
買
似
道
以
外
に
た
い
。
然
ら
ば
買
似
道
の
戦
略
は

如
何
。

　

思
ふ
に
欧
亜
大
陸
を
喋
踊
し
た
る
百
勝
の
蒙
古
軍
の
前
に
は

如
何
な
る
國
家
を
、
そ
の
生
存
の
秉
利
を
主
張
貫
徹
し
能
は
な

か
っ
た
。
襄
陽
の
陥
落
に
よ
っ
て
買
似
道
は
恐
ら
く
、
國
家
Ｏ

前
途
は
既
に
奇
蹟
を
侍
む
以
外
に
救
ふ
可
き
も
の
な
き
を
曼
悟

し
た
で
あ
ら
う
。
而
も
彼
は
表
面
飽
迄
平
静
を
装
ひ
、
退
敵
Ｏ

秘
策
は
彼
０
方
寸
に
あ
る
も
０
之

め
た
。

　

買
似
道
は
兎
も
角
も
蒙
古
の
侵
入
軍
を
安
慶
附
近
に
於
い
て

一
支
へ
支
へ
ん
が
篤
に
沿
江
の
海
船
を
駆
集
め
、
揚
子
江
を
湖

っ
て
軍
を
進
め
た
。
然
る
に
安
慶
０
守
将
茫
文
虎
は
呂
文
煥
ｐ

婿
で
あ
り
、
舅
０
檄
を
奉
じ
て
元
軍
に
降
っ
た
０
で
り
買
似
道

は
已
む
た
く
そ
の
艦
隊
を
蕪
湖
に
留
め
た
。
淮
西
の
老
将
夏
貴

江
淮
の
将
汪
立
信
等
率
り
會
し
た
が
、
江
中
０
艦
船
は
殆
ど
蒙

古
軍
の
直
獲
す
る
所
と
な
り
、
買
似
道
の
亭
ゐ
た
る
海
船
は
、

揚
子
江
中
に
て
は
進
退
共
に
甚
だ
不
便
で
あ
っ
た
。
蕪
湖
に
於

い
て
買
似
道
は
最
後
０
希
望
を
抱
い
て
、
敵
将
伯
顔
に
和
睦
を

提
議
し
た
が
、
伯
顔
は
無
條
件
降
服
を
要
求
し
て
、
取
り
合
は

な
か
っ
た
。
蒙
古
水
家
と
、
蕪
湖
附
近
０
丁
家
洲
に
於
い
て
、

遭
遇
し
た
買
似
道
の
軍
は
大
敗
し
て
奔
宣
し
た
。
買
似
道
は
今

更
朝
廷
の
百
官
に
會
は
す
可
き
顔
な
く
、
淮
東
の
李
庭
芝
の
許

に
走
り
、
表
を
朝
廷
に
上
っ
て
罪
を
謝
し
、
併
せ
て
天
子
。
が
Ｉ
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時
艦
隊
に
乗
り
込
ん
で
海
上
に
避
難
せ
ん
こ
と
を
勧
告
し
た
。

　
　
　

臨
安
に
て
質
似
道
の
留
守
を
預
り
た
る
は
、
武
将
と
し
て
は

　
　

殿
帥
韓
震
、
文
臣
と
し
て
は
質
似
道
の
腹
心
陳
宜
中
で
あ
っ

　
　

た
。
陳
宜
中
は
賢
似
道
の
窯
派
と
認
め
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
る
ｘ

　
　

あ
ま
り
、
故
意
に
質
似
道
０
意
向
に
逆
ら
ひ
、
海
上
行
幸
の
議

　
　

に
反
對
し
、
之
を
決
行
せ
ん
こ
と
を
固
執
し
た
る
韓
震
を
宮
中

　
　

に
て
暗
殺
し
た
。
斯
か
る
危
急
存
亡
の
秋
を
目
前
に
し
て
惹
起

　
　

さ
れ
た
る
陰
謀
内
訂
は
、
百
僚
将
士
の
團
結
を
解
醒
せ
し
め
、

　
　

臨
安
府
は
名
競
す
可
か
ら
ざ
る
混
殴
に
陥
っ
た
。

　
　
　

状
元
出
身
の
少
壮
官
吏
文
天
祚
は
、
故
郷
の
江
西
に
て
兵
を

　
　

募
り
、
山
間
の
絹
丁
二
萬
人
を
引
率
し
て
都
に
出
で
ゝ
張
世
傑

　
　

等
０
武
将
と
共
に
残
軍
を
糾
合
し
、
城
を
背
に
し
て
蒙
古
軍
と

　
　
　

一
戦
を
交
へ
ん
と
息
捲
い
た
。
而
も
軍
隊
は
兵
甲
を
棄
て
よ

　
　

亡
す
る
者
相
喘
ぎ
、
之
を
補
は
ん
が
篤
に
街
路
に
於
い
て
強
制

の
少
帝
を
擁
し
た
る
太
皇
太
后
謝
氏
は
、
無
用
の
抵
抗
が
形
勢

を
挽
回
す
る
に
益
な
き
を
見
て
、
無
條
件
降
伏
の
決
意
を
定
め

た
。
徳
祐
二
年
正
月
、
宋
帝
は
臣
と
搦
し
、
傅
國
璽
を
上
っ
て

伯
顔
０
軍
門
に
降
っ
た
の
で
あ
る
。
「
１
２
７
６
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
」

　
　
　
　
　
　

九

　

吾
人
は
更
に
、
丁
家
洲
敗
戦
後
、
宰
相
の
位
を
椴
は
れ
た
る

一
平
民
買
似
道
の
運
命
を
語
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
敗
報
が
一
度
臨

安
に
傅
は
る
ヤ
、
こ
れ
迄
頁
似
道
の
味
方
で
あ
り
、
’
腹
心
で
あ

り
、
股
肱
で
あ
っ
た
臣
僚
は
悉
く
、
彼
の
敵
と
な
り
、
器
々
と

し
て
彼
の
責
任
を
問
ひ
、
彼
の
既
往
０
行
事
に
湖
っ
て
弾
劾
し
、

或
は
質
似
道
に
不
臣
の
兆
あ
り
と
し
、
之
を
極
刑
に
處
す
可
し

と
論
す
る
者
も
あ
っ
た
。
彼
等
は
斯
く
し
て
頁
似
道
と
の
過
去

０
因
縁
を
彿
拭
出
来
る
と
思
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
太
皇
太

徴
募
が
行
は
れ
る
。
敗
兵
は
四
出
し
て
行
族
を
劫
し
、
正
規
軍

　
　

后
謝
氏
は
三
朝
の
菖
臣
買
似
道
に
同
情
が
あ
っ
た
。
太
后
は
詔

の
中
で
も
混
乱
に
乗
じ
て
掠
奪
を
行
ふ
も
０
あ
り
、
張
世
傑
の
‘

　

し
て
買
似
道
０
官
を
免
じ
、
之
を
潭
州
に
流
す
に
留
め
た
。
監

部
下
最
も
横
暴
と
孵
せ
ら
れ
た
。

　

朝
廷
の
台
閣
に
列
し
た
る
宰
相
執
政
以
下
の
高
位
高
官
は
、

時
勢
非
な
り
と
見
る
や
、
一
人
逃
げ
二
人
逃
げ
、
夜
陰
に
乗
じ

て
都
を
落
ち
、
陳
宜
中
も
亦
そ
の
例
に
洩
れ
な
か
っ
た
。
六
歳

押
の
武
臣
鄭
虎
臣
は
も
と
頁
似
道
に
街
む
所
あ
り
、
配
地
潭
州

に
至
る
や
、
木
綿
庵
に
於
い
て
憐
む
可
き
六
十
三
歳
の
老
翁
を

拉
殺
し
た
。
或
は
之
は
買
似
道
０
再
起
を
最
も
恐
れ
た
る
陳
宜

中
の
指
金
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
と
い
ふ
の
は
鄭
虎
臣
は
總
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て
陳
宜
中
に
よ
っ
て
死
に
處
せ
ら
れ
た
が
、
自
ら
の
罪
述
を
晦

ま
さ
ん
が
篤
に
其
の
同
類
を
殺
す
の
は
よ
く
あ
る
手
な
の
で
あ

る
。

　

買
似
１
　
に
よ
っ
て
庇
絡
さ
れ
、
重
用
さ
れ
、
最
後
に
買
似
道

を
見
棄
て
た
る
南
宋
の
大
官
連
は
、
或
者
は
元
に
仕
へ
、
あ
る

者
は
著
述
を
残
し
て
、
相
使
ら
す
買
似
道
を
謹
罵
し
て
、
宋
滅

亡
の
責
任
を
彼
の
一
身
に
負
は
し
め
ん
と
し
た
。
而
し
て
現
今

の
宋
史
は
彼
等
の
門
流
の
手
に
た
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
買
似

道
を
責
む
る
の
酷
な
る
、
明
人
に
若
く
は
な
い
。
明
人
の
編
纂

せ
る
宋
史
紀
事
本
末
巻
百
一
〕
に
「
頁
似
道
既
に
相
と
な
り
、
外

戚
の
子
弟
を
引
い
て
、
監
司
郡
守
と
な
し
た
」
と
書
い
た
の
は

宋
季
三
朝
政
要
景
定
元
年
の
文
を
引
き
、
不
０
字
を
創
っ
て
全

々
反
對
に
書
き
か
へ
て
担
造
し
た
る
も
の
、
吾
人
は
唖
然
と
し

て
云
ふ
言
葉
を
知
ら
す
、
餓
り
に
階
劣
な
や
ヽ
り
方
は
、
公
正
な

る
讃
者
を
し
て
義
質
を
す
ら
腿
せ
し
め
る
。

　

流
石
に
明
君
世
阻
忽
必
烈
の
胸
中
に
は
、
敵
味
方
に
開
せ
す

公
平
た
る
観
察
と
正
義
感
と
が
昼
み
こ
ま
れ
て
ゐ
た
。
１
　
て
諸

臣
を
會
し
て
酒
宴
を
開
き
、
そ
ろ
く
醇
が
廻
り
か
け
る
と
、

欝
勃
た
る
彼
０
正
義
感
が
脈
を
打
っ
て
動
い
た
。
彼
は
並
み
ゐ

る
宋
の
降
臣
０
武
将
達
を
見
渡
し
て
云
っ
た
。
「
卿
等
は
何
の
思

ふ
所
お
っ
て
宋
を
去
っ
て
殷
に
降
っ
た
か
云
っ
て
み
よ
。
」

　

そ

れ
で
一
人
が
答
へ
た
。
「
宋
で
は
買
似
道
が
専
横
を
極
め
て
、
偏

へ
に
文
臣
を
最
負
し
て
臣
等
を
悔
蔑
し
、
了
回
に
臣
等
０
意
見

を
尊
重
し
な
か
っ
た
か
ら
で
御
座
り
ま
す
。
」

　

さ
も
あ
ら
ん
と

い
ふ
顔
を
し
た
忽
必
烈
は
眼
を
光
ら
し
て
云
っ
た
。
「
成
程
買
似

道
と
い
ふ
奴
も
悪
い
が
、
併
し
気
の
毒
な
０
は
宋
０
天
子
だ

な
。
を
剛
達
も
包
別
達
で
、
よ
く
何
の
罪
も
な
い
主
人
を
裏
切

っ
て
逃
げ
る
気
持
に
な
れ
た
も
０
だ
。
若
し
こ
れ
か
ら
も
そ
ん

な
了
見
で
ゐ
る
と
、
こ
の
俺
ま
で
が
買
似
道
０
や
う
に
お
前
達

を
馬
鹿
に
す
る
ぞ
よ
。
」

　

た
と
ぴ
相
手
が
萬
乗
０
天
子
で
な
く

て
も
、
宋
の
降
将
等
に
は
返
す
言
葉
が
無
か
っ
た
に
違
ひ
な

い
。
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